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春寒の候  

三寒四温のこの頃、まだ寒い日もありますが、皆さまにおかれましては

お健やかにお過ごしのことと存じます。 

さて、今回は、令和 3 年度通常総会と、昨年 11 月から 12 月にかけて

開催した技術研修会の内容をご紹介します。 

令和 3年度通常総会 
 
 

令和 3 年度長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会通常総会を 2 月 16 日（水）長野県土地改

良会館で開催予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催方法を見直し、協

議会規約第 18 条第 4 項の規定により、書面による議決とすることとしました。 

 

●総会の内容 

総会成立について 

全会員78名からの書面議決により協議会規約第15条

第 6 項規定により、総会は開催されたものとし成立しまし

た。 

 

1．議案 

第 1 号議案 令和 4 年度事業計画（案）及び収支予算       

        （案）について 

第 2 号議案 役員の選任について 

2．議決 

第 1 号議案、第 2 号議案（賛成 78 反対 0 で可決） 

 

3．報告事項 

○令和 3 年度事業実績見込及び予算の執行状況について 

○令和 3 年度多面的機能支払事業の実施状況について 
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令和 4年度主な年間事業計画 
 

時  期 内           容 

 

 

 

通  年 

・協議会だよりの発行及びホームページの保守 

・活動区域情報システムの保守 

・組織の広域化に関する支援 

・市町村及び活動組織相談業務 

・活動の手引きの更新 

・市町村等との意見交換 

・関東農政局の抽出検査の対応支援 

・活動組織に対する研修会 

 

4 月～9 月 

・市町村担当者研修会 

・事業計画書等の審査支援 

・監査 

 

10 月～3 月 

 

・内部監査 

・技術研修会 

・活動組織の中間確認指導の支援 

・幹事会、通常総会 
                  

令和 4年度の役員体制 

役 員 所 属 職 名 氏 名 

会 長 長野県土地改良事業団体連合会 常務理事 所  弘志 

副会長 長野県 農業政策課長 塩川 ひろ恵 

副会長 長野県農業協同組合中央会 常務理事 清水 勝彦 

監 事 長野県農業会議 専務理事兼事務局長 伊藤 洋人 

監 事 長野市 農林部長 櫻井 伸一 
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令和 3年度の事業実績 
  
 
  

事  業 内   容 
  

活動計画書の事前確認  ・市町村の確認事務の支援（新規 13 組織、再認定 44 組織 

変更 62 組織、計 119 組織) 

  

事務研修会 ・書類作成や事業内容の理解を深めるため（42 会場、355 名） 

 
 

技術研修会 ・草刈機の安全な取扱い（松川町会場 23 名） 

 

・多目的活動におけるドロ－ンの活用方法（山ノ内町会場 22 名） 

・水路の簡易補修のポイントと実際（白馬村会場 17 名） 

・機能診断実践（大桑村会場 8 名、木曽町会場 2 名） 

・鳥獣害防護柵の管理・補修等（上田市会場 25 名） 
  

協議会だよりの発行 ・研修内容や活動組織の活動内容を紹介（2 ヵ月に 1 回、年 6 回発行） 
  

ホームページの更新 ・県内の活動組織の情報の提供や事業実施に必要な様式の提供、 

 

活動組織の取組エリアの掲載など 

  

活動区域情報システムの ・GIS 地図情報に取組み地域を入力新規 13 組織 

更新 ・活動区域情報システム一部機能更新 

 ・多面的機能支払事業活動区域デ－タ作成 

 

技術研修会  

 【開水路の補修】 

  11 月 12 日（金）白馬村三日市場公民館に

おいて、開水路の補修（目地補修）の技術研

修会を開催し、三日市場農地・水保全会及

び村内活動組織を中心に 17 名が参加され

ました。当日は朝からみぞれが降り、現地で

の実践研修が困難なため中止しました。               

室内では「水路の簡易な補修マニュアル」      

DVD をご視聴いただき、「簡易補修のポイン

トと実際」についての説明を行いました。 

また、公募でご参加いただいた、（株）ホク      

エツ・信越化学工業（株）・（株）ダイフレック

スの 3 企業から、製品の紹介を受けました。          白馬村会場（三日市場公民館） 
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3 企業の製品紹介 

 

     (株)ホクエツ信越           信越化学工業（株）         （株）ダイフレックス 
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 【機能診断実践研修】 

11 月 29 日（月）大桑村と 12 月 6 日（月）木曽町において機能診断実践研修会を行い、大桑村 8 名

木曽町 2 名が参加されました。両役場の会議室で機能診断に関わる留意事項についての説明を行

いました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11/29 大桑村会場（大桑村役場会議室）       12/6 木曽町 三岳支所（支所会議室） 

 

コンクリ－ト開水路における現地調査の留意点 
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【鳥獣害防護柵の管理・補修等について】 

12 月 9 日（木）上田市塩田構造改善センタ－において鳥獣害防護柵の管理・補修についての研修

会を行いました。当日は上田市水土里会（富士山水土里会）を中心に 25 名が参加されました。 

 研修では、農産物野生鳥獣害被害対策アドバイザ－（農林水産省登録）で長野県上伊那地域振興

局上伊那農業農村支援センタ－菅澤 勉氏を講師としてお迎えし、「鳥獣害防護柵の管理・補修」の

テーマでご講義をいただきました。講義に続き現地研修として、富士山水土里会の鳥獣害防止柵を

見学し、講師より現地指導を受けました。 

 

（塩田構造改善センタ－） 

 

           （富士山水土里会・鳥獣害防護柵） 

野生鳥獣の被害対策 

 

● 基本戦略（大きな３本柱） 

□   農地周辺の環境整備                   （近づけない） 

    緩衝帯整備、エサ資源の低減、追い払いなど 

□   防護柵による囲い込み                  （侵入させない） 

□   個体数調整                           （生息密度を下げる） 

捕獲 
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■問い合わせ先 

長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

（担当：田中・白石） 

TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

E メール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 

農作物を守る「柵」の基本的考え方        

 

  動物園で使用する柵と違い、農作物を守る柵は、コストの限界があり、どのような柵を選択し

ても１００％防ぐことは難しい。 

 

  設置後のメンテナンス（点検・管理、弱点の強化など）により、侵入防止効果が０％～９９％ま

で変わる。 

 

    集落、農家の取り組み方により、大きな差が出る 

 

 

防護柵の種類と特徴 

 

   ・物理柵          強度と高さを持った柵により動物の侵入を防ぐ。 

                       動物に併せた高さ・強度が必要。 

   ・電気柵(心理柵)    動物が慣れることのない痛み（電気ショック）を経験させて、動物の警

戒心により、柵に近寄りにくくさせる。 

                   登ことが可能なサル、クマ、ハクビシンは電気柵が必要。 

   ・物理柵＋電気柵    物理柵と電気柵を併用した柵。電気柵のみより、除草管理などしやす

くなる利点がある。 

 

 

 事務局から 

  

  

 
 

「地域協議だより」の発行は、今年度最後になりま

す。本年度もコロナ禍の対応となり、各事業が従来通

りに行えず、少人数での対応になり、皆さま方には大

変ご迷惑をお掛けしました。一年間ありがとうござい

ました。 


